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湖南市議会議員 

赤祖父ゆみ 
 

 

                                      

         

 

  今年の“桜の花” きれいでしたね（*^_^*） 

私も出来るだけ時間をつくって花を見ました。 

心が和み、安らいだ時間でした。 

 3 月議会定例会。2 月 26 日から 3 月 24 日までの 27 日間 

という長丁場で、予算を決定する大切な議会でした。3 月 30 

日に甲賀広域行政組合議会。続いて、4 月 3 日滋賀県議会議員

一般選挙が告示されました。湖南市からは、塚本茂樹氏と生田

邦夫氏が立候補され、無投票で、県議会議員に当選されました。

滋賀県では 5 市が無投票となり、選挙なくして県議会議員が決

定されました。立候補制度に問題があるのか、議員職に魅力が

ないのか・・有権者の皆さんにどれだけ候補者の政策、思いが

伝わったのか疑問です。「選挙までに選挙をして勝ち得たのだ

から、候補者が現れなかったのだ」といった考えもあるようで

すが、候補者にしても、有権者にしても、やはり「選挙」をし

て、はじめて議員としての責任を改めて自覚したり、どんな県にしたいのか？県民が真剣になっ

て考える良い機会になったのではと思うのですが残念です。いずれにしても、市と国のパイプ役

として、湖南市の県予算について、しっかり意見を言っていただければと願います。地元の話を

良く聞いて頂けるように、おおいに期待をしています。 

私は現在産業経済常任委員会の委員長として、草刈り条例制定に向けて努力してきましたが、

空き地、空き家管理をどうしていくのか？また、ＪＲ3 駅のバリアフリー化と駅周辺整備計画 

や内陸型国際総合物流ターミナル構想の実現に向けてなど、懸案事案が数多くあり、これらの 

方向をしっかりと見守っていかなくてはならないと思っています。また、今議会には、競輪場 

外車券売場設置計画に関する請願が二度にわたり提出されました。内容を一部訂正したものが 

議会最終日に提出され、時間の限り審査をしましたが、結論に至らず継続審査となりました。 

ひきつづき閉会中に審査していきます。5 月には議会報告会も開催され、委員長としてその準 

備もあります。一つ一つ丁寧に、市民の皆さんに報告する事が、私達議員に課された義務であ 

ると私は思います。若い世代が夢を持って市議会に立候補してもらえるよう、魅力ある議会に 

していかなくてはなりません。私のホームページやフェイスブックを是非ともご覧いただけれ 

ば幸いです。 

赤祖父 ゆみ 

３月議会報告書 
N0.４７ 
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地域創生先行事業・・経済の好循環を確か
なものとし、若者が将来に夢や希望を持つ
ことができるよう、元気で豊かな地方創生
に取り組むため「まち・ひと・しごと創生
法」が平成 26 年 11 月に可決され、平成 26
年度補正予算に地方活性化・地域住宅生活
等緊急支援交付金事業として財源措置され
ました。           8300 万円 
 
○ 「地方人口ビジョン」及び「地方版総合

戦略」を策定する委託料   460 万円 
○ 母国語を学ぶグローバル人材育成事業 

              160万円 
○ イモ発電による地域自然エネルギーに

よる雇用創出事業      140万円 
○ 産業立地促進事業      450万円 
○ プレミアム商品券消費喚起及び生活支

援             4900万円 
○ アールブリュット等の観光客誘致事業 
○ うつくし松周辺トイレ整備  
○ 空家・空き地・空き店舗の活性化支援 

             1460 万円 
○ 物産館開設にあたり市場ニーズのマー

ケティング調査など     730万円 
 
 
歳入歳出総額は前年度比１％減の 212 億

2000 万円とし、昨年に続く大型予算となり
ました。指定管理制度導入による物件費の
増、高齢化などに伴う扶助費など、経常経
費の増加が予算規模を押し上げた結果とな
りました。平成 27 年度から旧合併特例法の
期限切れにより、普通交付税が段階的に縮
減され、新年度は約 6000 万円の減収で、5
年後には単年度で約 6 億円の減収見込み
で、行政のスリム化が喫緊の課題となりま
す。歳入では、法人市民税が好調で、市税
として 1 億 6000 万円の増額となりました。
歳出では、大きく経常経費が膨らみました。 
将来世代への安心安全の投資として・・ 
石部小学校建替事業・・約 21 億円 
中学校空調機整備事業・・約 2 億 3600 万円 
三雲駅周辺整備事業・・約 5 億円 
石部駅周辺整備事業・・約 2800 万円 

生活困窮者自立支援法にかかる事業とし
て、相談窓口が充実されました。また、対
象者は住宅確保給付金の支援を受けるこ
ともできます。 
また、施設等のインフラ計画を進めるため
に、公共施設白書を策定し公共施設の維持
管理が見直しされます。 
産業経済常任委員会の事業評価で出され
た意見 
①遊具点検後、市民にわかるプレートを貼
るべき 
②駅前に見てすぐわかるような観光案内

表示の看板設置 
は、予算化されているとのことでした。 
 
 
 
国民健康保険の医療費が急激に伸びて

しまいました。1 億 7700 万円基金を取り崩
しましたが、なお収支は厳しく、1 人当た
り税率を 3.28％値上げする条例改正で、赤
字会計になることのないように、前年度比
3.4％の伸びを予想しての改正案です。今後
も、医療費の分析による予防施策や、ジェ

ネリック医薬品の推進といった意見が委
員会で出されました。 
 
 
 
 高齢者および障がい者の心身機能の維
持向上や介護予防の拠点として目的と実
態に合った利用を促進するために設置目
的と使用料が変更となったものです。市内
在住の60歳以上の方や障がい者が4分の3
以上の団体および個人は使用料が半額に
なります。      全員賛成で可決 

 
 
 
  
総務常任委員会では、「管理計画ができ

た段階で市民に説明し、条例化をはかるべ
きで時期尚早」として否決をされました
が、私達会派は、「市民、行政、議会が一
体となって進める覚悟ともなる理念条例
は必要である」とし、賛成をしました。 

３月議会定例会 

石部軽運動場の料金が改定されます！ 

平成 26 年度湖南市 

一般会計補正予算 

平成 27 年度湖南市 一般会計予算 

国民健康保険税！やむを得ず値上げ！ 

公共施設等マネジメント推進基本条例 

賛成討論！！ 
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施政方針から 
問 「まち・ひと・しごと創生本部」の

今後の取り組みと最重点施策は 
答 人口急減、超高齢化に直面する課題

に対する取り組みで三役と部長級職
員で創生本部組織とし、総合戦略、
人口ビジョン案を創り上げて行きま
す。各まちづくりセンターを指定管
理者としてまちづくり協議会に委
ね、地域おこし協力隊との連携を図
りながら、子育て、障がい者、高齢
者等の支援など、地域の活力創造を
進めます。 

  危機管理体制の整備では、セーフテ
ィコナンの推進として、災害対策用
空撮ヘリの購入、各小中学校に防災
備蓄倉庫の設置、防災士の育成など
進めていきます。 

  また、財政健全化のために、公共施
設維持管理計画の策定を行い、公共
施設の維持管理等の見直しを進めま
す。 

  

問 格差是正対策について 
答 「生活困窮者自立支援法」施行にと

もない、健康福祉部に相談窓口を設
置し、自立支援事業、住宅確保給付
金の支援など取り組んでいきます。 

 

問 歳入を増やす施策について 
答 歳入の根幹である市税について、課

税対象の把握に努め、債権管理条例
に基づき収納率の向上に向けてより
一層の強化に努め、広告料収入や寄
付金などの増加に努めます。地域活
性化により歳入の確保に努めます。 

 
問 高浜原発 3・4 号機が再稼働したとき

の湖南市への影響は 

答 湖南市は高浜原発から約65㎞に位置
し、甲状腺被ばくなど価線量は 50～
100 マイクロシーベルトと予想され、
屋内退避を考慮する必要がありま
す。湖南市地域防災計画に則って指
示を行います。 

問 公共交通の充実とコンパクトシティー
の考え方は 

答 人口の急激な減少や高齢化社会が到来
するなか、財政面や環境面でも持続可能
な都市経営必要であると考えています。
ＪＲ草津線の市内３駅をまちの拠点と
した「にぎわい」や「やすらぎ」を生み
出していくために、コミュニティバスを
主力とした効率的な公共交通ネットワ
ークを構築するために、平成 27 年度か
ら基礎調査に着手する予定です。 

 
問 子どもを安心して産み育てられるため

の施策は 
答 妊娠期は、妊婦健康診査助成事業を拡大

し継続します。出産期は、平成 26 年度
から県下初めて、産婦検診・子どもの１
か月健診の費用を一部助成しています。
子育て期は、乳幼児の歯科検診を含む定
期健康診査を実施。特に乳児を対象とし
た育児相談を月 1 回開催しています。平
成 26 年度から、ブックスタート事業を
開始。「地域子ども・子育て支援事業」
や新たな「利用者支援事業」も行い、途
切れないサービスの提供を今後も進め
ていきます。 

 
問 人材育成と専門職の配置について 
答 育成人事考課制度との連動により、全庁 

一体となって、主体的に取り組みを進 
め、計画的、継続的かつ効率的に推進し、 
職員の能力開発にも取り組んでいきま 
す。 
 

教育方針から 
問 子どもの貧困問題に対する対策は 
答 各種奨学資金等の周知や土曜授業、ま 

た、スクールソーシャルワーカーの有効 
な活用など、校内での児童生徒の環境や
背景を知る視点を多くの教員が育てて
行く事が第一だと考えます。 
 

問 「生きる力」を育む教育について 
答 単に学力保障だけでなく、こころの教育 
  を通しての「仲間づくり」。地域の人た 
  ちと「つながる」ことを通して「ふるさ 
  と意識」の醸成を大切にしていきたい。

「生きる力」の根っこである「自尊感情」 
を育むことにつながると考えます。 

人権尊重！格差是正！ 
さりげなく支え合うまちづくりをめざして！ 

議会改革ネットワーク代表質問！ 
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12/14  もちつき in 宝来坂  

 

  道の駅による地域活性化について 
 
請願第 1 号 
「湖南市吉永・三雲地先における競輪場 
外車券売場設置計画に反対を求める請願 
書」の取下げについて 

2月26日に上程された請願第1号は請願者
より取下げの申し出があり、このことにつ
いて、3 月 17 日委員会を開きました。取下
げ理由に、「請願趣旨のなかで記載された
文面に事実と異なる記載がある」というも
ので、「説明会で提示された設置会社の住
所に誤りがあった」という内容でした。「設
置会社はなく駐車場である」などと書いた
署名活動、ビラ、一般質問を紹介議員は議
会で行っています。取下げに至るまでの経
緯については、設置会社から議長あてに事
実とは違う旨の指摘があったとのことで
した。委員からは、事実と違った内容を多
くの市民に周知したことについて、請願を
出すまでに、もっと慎重に調査すべきで、
市民の誤解を解くために正しい内容を知
らせるべきといった意見が出されました。 
           全員賛成で承認             
請願第 2 号 
「競輪場外車券売場設置計画に反対を求
める請願書」 
議会最終日に請願第1号の文面が一部削除
ならびに訂正された請願2号が再び議会に
提出されました。内容は湖南市吉永・三雲
地先の国道1号線沿いに競輪場外車券売場
を設置する計画について、交通混雑、風紀
の乱れや子どもたちへの悪影響が懸念さ
れるといった内容です。定例議会最終日で
の委員会負託となり、多くの傍聴者の中、
委員会を開催しました。意見としては、 
・吉永区、三雲区がすでに 2 年の歳月をか
けて説明会を開いたり、他市の施設を見学
に行ったりして同意に至っていること 
・競輪場外車券売場設置が子ども達に悪影
響を及ぼすのか 
など意見がだされ、最終的に区長さんや自
治会から、これまでの経緯を直接聞きたい
といった意見が出され、賛成多数で継続審
査となりました。 
4 月 15 日委員会を開き、参考人として吉永
区、三雲区の区長さんから、お話を聞くこ
とになっています。 

1 日 元朝式 

7 日 水戸小学校完成式典、連合滋賀新春の集い 

8 日 広報委員会 

10 日 滋賀県教職員組合新春のつどい 

  15 日 事業評価学習会 
16 日 連合滋賀第 4 区合同新春のつどい 

  17 日 石部小学校竣工式 

   19 日 交通政策基本法学習会 

  20 日 健康貯金教室交流会 

  21 日 給食センター竣工式 

23日 宝塚市議会60周年記念シンポジウム 

25 日 石部南まちづくり協議会新年会 

26～28 日 JIAM 議会改革ステップアップ研修 

1 日 D1 だじゃれグランプリ本選会 

2 日 今後の行政マネジメントと公会計 

   5 日 おんがくリズム発表会 in 三雲 

6 日 産業経済常任委員会 

8 日 最後まで自宅で過ごす～学習会 

  10 日 石部南小学校中庭コンサート出演 

11 日 JR ハイキング冬の酒造めぐり 

 18 日 防災研修会 in 愛知県豊田市   

  25 日 さくら教室ひなまつり 

26～24 日 3 月議会定例会（27 日間） 

          28 日 悩める若者の自立を考える集い 

    1 日 春の消防訓練 

     7 日 連合滋賀春季生活闘争・国際女性デイ 

  15 日 早春コンサート出演 

19 日 石部南小学校卒業式 

21 日 もみじ・あざみ寮生劇発表会 

    26 日 新・菩提寺まちづくりセンター竣工式 

  31 日 産業経済常任委員会 

    

 

 

 

 

１/７ 全国競馬旗びらき     1/11 消防出初式 

 

 

 

 

 

 

２/４ ひかり幼稚園発表会  ２/26 連合 4 区政策制度要求  

 

 

 

 

 

 

３/18  甲西駅バリアフリー完成 ３/30 甲賀広域行政組合議会 

 

 

 
 

 

産業経済常任委員会報告 

請願審査について！ 

3 月 

1 月 

2 月 


